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各  位 

会 社 名 株式会社タイミー 

代表者名 代表取締役 小川 嶺 

(コード番号：215A 東証グロース） 

問合せ先 取締役 CFO  八木 智昭 
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よくある質問と回答（2025 年４月） 
 

 

平素よりご愛好いただきありがとうございます。足元で投資家様からいただいた主な質問とその回答に

ついて下記の通り開示いたします。 

本開示は投資家様への情報発信強化とフェア・ディスクロージャーを目的にしております。回答内容に

ついては、時点のずれによって多少の齟齬が生じる可能性がある点ご了承ください。 

以 上 

  



  

 

Q1. 主要 3 業界それぞれの FY25/10 1Q の状況はいかがでしょうか。 

 

全体として、コストプレッシャーの高まりを受けて、タイミーとのコスト比較がより容易にできる“派遣”

を活用してきた業界（=物流、小売の一部）で高成長が続いております。 

飲食業界は昨年に引き続き小幅な成長に留まり、足元で状況に大きな変化はございません。 

物流・小売業界は年末年始の繁忙期を背景に堅調な利用増加が続き、全体として高成長を維持しております。

特に物流業界においては、ボリュームディスカウントも要因となり、想定以上の流通総額/売上高となりまし

た。 
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Q2. FY25/10 1Q にテイクレートが下がった背景は何でしょうか。また、今後の見込みはいかがでしょうか。 

 

主に物流業界のテイクレートの下落が要因となります（飲食・小売業界のテイクレートは約 30%と安定して推

移）。物流業界の一部の大手クライアントでボリュームディスカウントを期間限定で実施しており、これら

のクライアントからの流通総額が弊社の想定を上回ったため、それに連動してディスカウント幅も想定以上

となりました。 

なお、テイクレートは YoY では緩やかな下落を想定しておりますが、FY25/10 1Qから 2Q の QoQ では回復を見

込んでいます。 
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Q3. FY25/10 1Q のクライアントマーケティングは不正利用対策の影響で計画対比で減少したとありますが、

具体的にどういうことでしょうか。 

 

不正利用対策の一つとして、新規事業者はタイミーのアカウントを開設するにあたり、公的書類の提出等が

必須となります。アカウント開設に至るまでの工程にひと手間追加されたことによりコンバージョンが悪化

したため、FY25/10 1Q のクライアントマーケティングは規律を持った投資のみとしました。 
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Q4. FY25/10 1Q の HR 費用は生産性の向上により計画対比で減少したとありますが、具体的にどういうことで

しょうか。 

 

成長が鈍化している飲食業界から高成長が続いている物流・小売業界にカスタマーサクセス(=営業人員)を再

配置しております。一方で、今後採用を手控える方針はなく、引き続き積極的な採用を実施してまいります。 
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Q5. FY25/10 1Q の営業利益の上振れは、そのまま通期の営業利益の上振れとなるのでしょうか。 

 

現時点では、2Q 以降での予算として利用予定であるため、通期の営業利益がそのまま上振れる想定はしてお

りません。FY25/10 1Q の営業利益の上振れは主に不正利用対策の影響を考慮したクライアントマーケティン

グの減少と生産性向上による HR 費用の減少によるものです。2Q 以降につきましては、通期の予算の範囲内

で、エコノミクスを注視しながらクライアントマーケティング等の各種施策に投資、HR 費用につきましても

継続して営業とエンジニアを中心に積極的に採用を進めてまいります。尚、不採算の投資を継続する予定は

ないため投資の見直し等により予算消化をせずに結果として営業利益が増加する可能性はございます。 

 

 

Q6. 競争環境に変化はありますか。競合のサービス有料化(メルカリ社の「メルカリ ハロ」)の影響はいかが

でしょうか。 

 

FY24/10 4Q からのアップデートとして、2025 年 3 月にリクルート社が「タウンワークスキマ（仮称）」の開

発中止を公表されたと認識しております。 

 

競合のサービス有料化につきましては、これまでも①人が集まる、②ワーカーの働きぶりが良い、③営業に

よる手厚いサポートといった競合優位性を背景に、クライアント/マーケットシェアを大きく失うことはなか

ったと認識しております。そのため、本件自体がタイミーに与える影響はポジティブですが、これにより弊

社の売上高が大幅に増加するわけではないと考えております。 

 

  

【過去のよくある質問と回答】 

以下サイトにてご確認ください。 

https://timee.notion.site/ir-faq-jp 
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